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元元年 ( 674 ) の「高提昔墓誌」である。墓誌の高さ、幅とも 38 センチメートル、誌文は 20 行で、
一行 19 字、楷書、マス目がある。墓誌蓋は斗をふせた形、墓誌蓋の拓本の高さ、幅とも 38 セ
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ンチメートル、蓋の上部は高さ、幅とも 27 センチメートル、蓋の題は「大唐泉府君故夫人高氏































して、高提昔は咸亨五年六月に亡くなった。これは 674 年、時に 26 歳、したがって出生は 649
年である。一般的に 20 年で一代と推算する慣例によれば、高提昔の父親である高文協の生年は
629 年ころ、祖父の高支于の生年は 609 年ころ、曾祖の高伏仁の生年は 589 年ころとなる。高伏
仁は遼東城大首領を担任したことがあり、そのとき 40 歳前後だったとすれば、それは 629 年こ
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〈 66 〉新発見入唐高麗移民墓誌からみた唐代東アジアの人流（拝）
墓誌は洛陽瀍河区馬坡にある洛陽九朝刻石文字博物館に所蔵されており、これまで学界で言及さ
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〈 68 〉新発見入唐高麗移民墓誌からみた唐代東アジアの人流（拝）
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（ 3）「高牟墓誌」は楼正豪「新見唐高句麗遺民<高牟墓誌銘>考釈」『唐史論叢』総第 18 輯、2014 年。
「高提昔墓誌」は王其禕、周暁薇『国内城高氏：最早入唐的高句麗移民――新発現唐上元元年<泉
府君夫人高提昔墓誌>釈読』『陕西師範大学学報（哲学社会科学版）』2013 年第 3期、54-64 頁。金
栄官「高句麗遺民高提昔墓誌銘研究」『碑林集刊』総第 19 輯、三秦出版社、2013 年。「南単徳墓誌」
は楼正豪「新見唐高句麗遺民 <南単徳墓誌銘 >考釈」『西部考古』第 8輯、北京：科学出版社、
2015 年。王菁、王其禕「平壤城南氏：入唐高句麗移民新史料――西安碑林新蔵唐大暦十一年<南
単徳墓誌 >」『北方論叢』2015 年第 1期。「李隠之墓誌」は、楼正豪「唐高句麗移民李隠之・李懐
父子墓誌銘考釈」『韓国古代史探究』第 21 輯、2015 年。「高乙徳墓誌」は王連龍「高句麗遺民高乙
徳墓誌考析」『吉林師範大学学報』2015 年第 4期。葛継勇「高句麗遺民高乙徳墓誌探討」『韓国古
代史研究』第 79 輯、2015 年。（韓）余昊奎「通過高乙徳墓誌銘看高句麗末期的中裹制和中央官制」
（韓）『百済文化』第 54 輯、2016 年。
（ 4）拝根興「崔彦撝与羅末麗初僧侣塔碑撰述：兼論求法巡礼僧侣的往返線路問題」『社会科学戦線』2014
年第 9期を参照。
（ 5）（韓）金栄官「高句麗遺民高提昔墓誌銘研究」『碑林集刊』総第 19 輯、三秦出版社、2013 年。 
（ 6 ）楼正豪「唐高句麗移民李隠之、李懐父子墓誌銘考釈」『韓国古代史探究』第 21 輯、2015 年。
（ 7）前者は韓国『新羅文化祭国際学術研討会論文集』、韓国慶州、2002 年。後者は『中国歴史地理論叢』
2009 年第 1期を参照のこと。
（ 8）郭培育、郭培智主編『洛陽出土石刻論地記』、鄭州：大象出版社、2005 年、第 277 頁。
（ 9）（唐）李林甫等撰、陳仲夫点校『唐六典』卷 24『諸衛』、北京：中華書局、2008 年、第 623-624 頁。
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